
 

7月のいずお健康教室のご報告 

 

今回のテーマは「食中毒について」家庭で出来る食中毒の予防や、手洗いの効果についてお話させて 

頂きました。 

食中毒は１年中発生していますが、暖かく湿気が多いこれからの時期は、食中毒の原因となる細菌の

増殖が活発になるため、食中毒が発生しやすくなります。 

 食中毒の原因物質の多くは細菌によるものです。細菌による食中毒を予防するには、食中毒を「菌つ

けない・菌を増やさない・菌をやっつける」この三原則を守ることが大事です。 

今回その中の「菌をつけない」に注目し、食中毒に感染しないよう正しい手洗いを実践して頂きました。

手洗いには手や指についた汚れや細菌・ウイルスを洗い流して、体の中に入るのを防ぐ効果が期待でき

ます。 

また、手洗いチェッカーを使用し実際に洗い残しなど確認、正しい 

手洗いの効果を実感して頂きました。最後に、食中毒の原因の中でも、

腸管出血性大腸菌 O１５７、ノロウイルスなどは感染力が強く、人から

人へ感染することがあります。もし、腹痛・下痢・発熱・おう吐など

の症状がある時は、病院へご相談ください。医師の診察を受けましょ

う。 

 

 

 

 

 

 

 


